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きがは

柏原市は、市域の3分の2が山地や丘陵が占める小都市です。

大阪の都心から近郊にあることから住宅開発が顕著であって近

年の機械力と土木工学の発達からこれまで開発の波が及ばなかっ

た場所まで進行するようになった。

平野部の開発が減少する代わりに古墳が沢山ある丘陵地にそ

の波が及びつつある。丘陵部の古墳には特に現状保存が難しい

が、市の文化財行政としては出来る限り遺す方策を考えていき

たい。

本年は、高井田横穴史跡公園化事業を実施してきました。保

存した古墳の公開によって市民の皆さんに柏原市は文化財の宝

庫であることと将来の文化の糧として歴史の深さと大切さを知っ

ていただきたい。

本年度も市内各所の遺跡発掘調査を実施し、数多くの成果を

得て、本書に報告するものである。関係各位の暖かいご理解と

ご協力を頂いたことに感謝する。

平成 3年 3月

柏原市教育委員会

教育長 庖刀和秀



例     言

1、 本書は、柏原市教育委員会が国庫補助事業 (総額1,500,000円 、国補助率50%、

府補助率25%、 市負担率25%)と して計画し、社会教育課文化係が実施した柏原市

内遺跡群緊急発掘調査概要報告書である。

2、 調査は、柏原市教育委員会社会教育課文化係、北野 重、安村俊史を担当者とし、

平成 2年 4月 1日 に着手し、平成 3年 3月 31日 に終了した。

3、 本書は、文化財保護法第57条の 2に基づく届出があった243件のうち平成 2年 1

月 1日 から平成 2年12月 31日 までに着手した、土木工事に伴う事前発掘調査の概要

を記載している。

4、 調査の実施と整理にあたっては、下記諸氏の参加を得た。

松井隆彦  空山 茂  山田寛顕  生駒美洋子 寺川 款  津田美智子

坂口良子  小西千賀恵 児玉章子  平尾 茂  岡田嗣生  筒井隆史

北林隆広  山崎靖恵  早川恵子  佐藤 航  尾野知永子 乃一敏恵

井上岩次郎 奥野 清  谷口鉄治
5、 本書の執筆は、北野と安村が担当し、北野が編集した。

6、 本書で使用した標高と方位は、特に注記のないかぎりT.P.、 磁北である。

7、 本調査に際して、写真、実測図を記録として残すと共に、カラースライドを作製

した。また、出土遺物は、写真、実測図と共に当教育委員会、歴史資料館にて保管、

展示を行っている。広く利用されることを願うものである。
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1990とF涯蓋 柏原市内遺跡群発掘調査一覧

遺 跡 名 所  在  地 面 積 IF 申 講 者 用 途 担 当 調 査 期 日 備 考

高井日横穴群 大字高井田1591-10 1,012281 山西敏一 教育施設 棄村 1 22～2 21 幅15mの トレンチ6ヶ 所に設定、
横穴と考えられる遺構 2基、落ち
込み状の遺構 lヶ所、 6～ 7世紀
の須恵器、土師器、埴輪が出土。

大県南遺跡 大県 4丁 目387 1 18468 山田光男 専用住宅 1ヒ野 本書掲載

大県遺跡 平野 2丁 目287 3 313 5 五島晴美 専用住宅 北野 33-36 本書掲載

田辺遺跡
旭 ヶ丘 3丁目1143-
8の部

9543 松永隆 木造 2階建専用住宅 北野 33-37 遺物少量出土

田辺遺跡 日辺 l FX134 1 2軽  08 柿木三郎 木造 2階建 化蜀 37-315 本書掲載

田辺遺跡 田辺 1判
“

-3 9074 寺田理明 木造 2階建 北野 3 13-3 20 本書掲載

平野屍寺 平野 2丁 目14許 6 495 115 田中幸司 鉄骨倉庫 1ヒロ 3211 遺構なし、遺物は土師器、須恵器、
縄文土器等の出土。

平尾山古墳群 太平寺72鮮 1 41,674 67 山田正太郎 ゴルフ練習場 3 2kl～ 322 遺構、遺物なし

玉手山遺跡 玉手町115 413 5C1 26 高谷雅昭 専用住宅 え刑
2X2mの 範囲を人力掘削し、土
師器、須恵器、埴輪片が少量出土

玉手山遺跡
旭 ヶ丘 1-509-21
の一部

12643 芝田揮昭 専用住宅 質村 遺構、遺物なし

玉手山遺跡
旭 ヶ丘 1-5119-21
の一部

127 13 至田絹代 専用住宅 棄莉 遺構、遺物なし

安福寺横穴群 玉手町14許 35 1,23389 山西敏一 階段設置 莞対 416～59 横穴墓道から土師器、須恵器出土

太平寺廃寺 太平寺2丁 目239,240 24979 浅田清美 木造 2階建事務所 化闘 423 遺構、遺物なし

太平寺廃寺 太平寺2丁 目239,240 22234 浅日湾美 木造 2階建事務所 1ヒ雪 4 23 遺構、遺物なし

太平寺遺跡
太平寺2丁 目237,238
,239,И 0

16t152 森本泰江 木造 2階建 莞t・l 4 23 遺構、遺物なし

太平寺遺跡
太平寺2丁目237,238
,239,240

91 26 森本奉江 木造 2階建 々莉 423 遺構、遺物なし

太平寺遺跡
太平寺2丁 目237,238
,239,240

211 87 森本泰江 木造 2階建 寅利 4 23 遺構、遺物なし

田辺遺跡
国分本町 6-678-
3の一部 57 72 関日和史 木造専用住宅 北野 57-58 本書掲載

船橋遺跡
大正1丁 目426-5,42
7-7,427-3 479 15 筒井俊夫 給油所建築 Iヒ彎 5 7 ～5 11 遺構、遺物なし

大県南遺跡
太平寺 2丁目552-
4,553--2 807 13 西尾 トミエ 倉庫 賓珂 遺構、遺物なし

田辺遺跡
国分本町 6-678-
3の一部 ω 58 古海成雄 木造専用住宅 |ヒ露 510 1× 2mの トレンテ設定、追常は

所 世 ゐ ≠ お 地 の 肩 蔀 歩 ra巾

平尾山古墳群 青谷955番地外 4,lXXl tXl 山西敏一 中学校 |ヒ蜀 52B～531 遺構、遺物なし

田辺遺跡 日辺 2-123-望 2 11964 森田幸夫 専用住宅 北野 遺構、遺物なし

玉手山遺跡
旭 ヶ丘 2-371 25

,26
10576 川邊浩悦 専用住宅 |ヒ蜀

盛土内からサヌカイ ト片が 2点出
上、他にな構、遺物なし

太平寺遺跡 太平寺2丁 目534■ 703 31 高井繁松 鉄筋共同住宅 ∫ヒ野 619～626 遺構は溝、住居関連遺構、遺物は+師器、猜常器、幹督、洋溝

太平寺遺跡
太平寺2丁 目544紀、

幽 -1
7∞ 80 山本育子 鉄骨倉庫 碑樹 72-77 遺構、遺物なし

玉手山遺跡
旭 ヶ丘 2丁 目369-
311の 一部

206 95 牧主利光 木造専用住宅 質河 79～710 遺構、遺物なし

玉手山遺跡
旭 ヶ丘 2丁 目369-

21X1 38 牧主利光 木造専用住宅 え利 79-710 遺格なし、遺物は土師器、石など

玉手山遺跡
旭 ヶ丘 2丁 目369-
30の一部

222 72 牧主利光 木造専用住宅 質樹 79-710 遺格、遺物なし

玉手山遺跡 玉手町364-10 339 43 中西雅紀 木造 2階建 更河 7 11 遺格、遺物なし

高井田横穴群 萬井田1,591-10 1,01228 山西敏一 史跡公園 質村 7 16-9 10 未完威横穴 2基、横穴 4塾検出、
6世紀後半頃の横穴、壇輪、土師
器、察恩器が出土

平尾山古猿群 青谷559-8 10087 中野治 耳用住宅 Iヒ野 723 遺構、遺物なし



遺 跡 名 所  在  地 面 積 す 申 請 者 用 途 旦当 調 査 期 日 備 考

明神山古墳群 国分東条町3,754他

13筆

3,3開 0 光洋精エ

坪井珍彦

造成工事

アスファル ト舗装
工事

Iヒ雪 726 建物、清、土抗等の住居関連遺構
奈良時代から近世の遺物が少量出
土

田辺遺跡
国分本町 7丁目1-

20 14,kXb 00 山西敏一 中学校 Iヒ蜀 726～81 遺構なし、遺物は下層から鉄津が
少豊出土

玉手山遺跡 旭 ヶ丘 1 232-1 10256 藤本春光 木造 2階建 Iヒ買 821 遺格、遺物なし

平尾山古墳群 F834-7 a1223 冨宅照司 専用住宅の増築 Iヒ買 827～82B 遺構、遺物なし、旧建物跡の基礎
と線路下の礫敷土層確認

平尾山古猿群 雁多尾畑1,34kl 20166 大東 清 畑造成の為の擁監設
置

化蜀 828 遺構、進物なし

本郷遺跡
本郷 5丁 目237-1
他 3筆 67094 瀬川和我 道路位置の指定 Iヒ冒 8.28 遺構、遺物なし

平尾山古猿群 青谷う-2他 4951 57 湯上外喜夫
アクアピアアイスア
リーナ新築工事 化蜀 遺構、遺物なし

玉手山遺跡 旭 ヶ丘 1 565-3 69532 門谷朝次 鉄骨新集 1ヒ雪 遺構、遺物なし

平尾山古墳群 JF834-2 210 25 冨宅一弘 木造 2階建 北野 遺構、遺物なし

田辺遺跡 田辺 lW,028-5 17534 村上好彦 鉄骨新築 質村 10 11～ 10 1′ 本書掲載

玉手山遺跡
円明q493-2、 49
4-2 14415 岩村俊彦 専用住宅 1ヒ蜀

lX2mの トレンチ設定、地表下
約 lm2中世の遺物包合層確認

原山遺跡 旭 ヶ丘 3-llB7 ■ 31968 川田賢三 専用住宅 質刑 11 21 遺構、遺物なし

田辺遺跡
国分本町 5-1,521

--1
161 14 稲山喜代一

木造一部 RC造 り3
階建

北野 1129 lX2mの トレンチ設定、現地蕨
下20～40cmで地山を確認、遺構、
遺物なし

平尾山古墳群 雁多尾畑3,842 1,5380 山西敏一 ログハウス

1990年度 柏原市内遺跡群立会調査一覧
遺 跡 名 所  在  地 面 積 ガ 申 請 者 用 途 担 当 調 査 期 日 備 考

法善寺廃寺 法善寺 3 857 411224 吉村喜代次 鉄骨倉庫 Jヒ野 723 遺構、遺物なし

大県遺跡 大県 4 84 2 12873 八木奉正

八木秀雄

専用住宅 1ヒ野 遺構、遺物なし

田辺遺跡
田辺 2-8～ 15～ 2
4550 3 加藤政男 大阪教育大学 化野 11 21 遺格、遺物なし

本郷遺跡 本郷 1 682-1 39812 藤井紀代子 鉄骨マンション 北野 11311 遺構、遺物なし



第 1章 大県遺跡

0                       200m i
|

90-2次調査

。調査地区所在地

・調査担当者

。調査期間

。調査面積

柏原市平野 2丁目287-3

北野 重

1990年 3月 3日～ 3月 6日

10ぽ/313.5だ

図-1 大県遺跡調査地位置図

-1-



当調査区は、大県遺跡の中

心部東寄りの生駒山地西麓部

にあたり、北側に谷山渓、南

側に宮山渓の谷筋に挟まれた

安定した丘陵上に位置してい

る。

周辺部における既住の調査

では、この立地が古代から良

好であった事を証明するよう

に縄文時代から歴史時代まで

のさまざまな遺構と遺物が出

土している。

調査は、東西方向1.5m、

南北方向2.6mの トレンチを

設定した。土層は、第 1層が

約30cmの盛土があり、近世の

時期の住宅に伴った盛土であ

る。第 2層は、灰褐色砂質土

が25～35cnの厚さでみられた。

この土層から須恵器や上師器

の破片と中近世の陶磁器類が

出土した。自然地形に添って

&承羅建詈董   ヒーーーー_Ⅲ
図-3 トレンチ断面図

北東側から南西側への緩斜面となっており、南西部の方向に厚く堆積している。第 3層は、暗

灰褐色粘質土である。約10cmの厚さを測る遺物包合層である。時期は古墳時代と考えられるが

土師器片が少量出土しているのみである。第 4層は、黄茶灰色砂礫土で北東部に厚く10～20cn

堆積している。この上層も古墳時代の遺物包合層である。基礎掘削深度が浅いので当初調査予

定部分を縮小し土層の観察だけに留めた。

遺物は、図化しえたものに瀬戸・美濃焼の灰釉丸皿 1点、灯明具の受皿 1点、片口鉢 1点、

備前焼のすり鉢 1点がある。丸皿は径11.Ocm、 高さ2.lc■ ある。受皿は径6.2 cm、 高さ1.3 cn

ありやや小ぶりである。いずれも内面にのみ釉が施こされている。鉢は径17.8cmで、黄土色の

釉がかかり、片回の痕跡をとどめているにすぎない。すり鉢は断面のみを測り、日縁部が厚く、

すり日は12本で底から真上に引き上げている。

図-2 調査区位置図

-2-



第 2章 大県南遺跡

図-4 大県南遺跡調査地位置図

90-1次調査
。調査地区所在地

。調査担当者

。調査期間

。調査面積

柏原市大県4丁 目387-1

北野 重

1990年 2月 6日

4ば/184.68ぽ

当調査区は、東高野街道と生駒山地の丁度中間部に位置する。大県南遺跡の中心部にあたり

南東部へ約100mの距離に白鳳時代創建の古代寺院山下寺 (大県南廃寺)が所在する。当調査

区を合めこの寺院建立したと考えられる豪族の集落が広がる地域である。

調査は、当該地の北側に2× 2mの トレンチを設定した。基本土層は、第 1層が 5～ 8 cmの

厚さを測る近年の盛土である。第 2層は、灰褐色粘質上である。全体に20cnの厚さがあり、田

畑の耕作土と考えられる。第 3層は、暗灰褐色粘質土である。 5～25cnを測り西側で厚くなっ

ている。第 4層は、茶灰褐色砂質土で西半部分にのみ検出した。厚さは、約15caである。

-3-
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図-6 トレンチ平面図・断面図図-5 調査区位置図

第 3、 4層は、古墳時代後期から奈良時代にか

けての遺物包合層である。上師器、須恵器、鉄滓

等が出土した。この包含層を除去後に 7ケ のピッ

トを検出した。内 5ケ は、一辺50cn前後の方形プ

ランの10数 c■の円形柱穴を持つ建物ピットである。

遺存状態は、約10ca位の深さがある。他の 2ケの

ピットは、円形である。それぞれ建物を構成する

と考えられるが詳細は不明である。鉄滓の出土は、

当遺跡も又大県遺跡と同様に鍛冶生産を行う集団

が居住していた事を示すものである。

出土遺物の中で実測出来たのは土師器 4点のみ

0                                1 5cm

図-7 出土遺物

である。杯 3点、甕 1点である。 1、 2、 4の杯は日径10。 9、 13.4、 18,l cnを測る。色調は、

茶褐色から橙茶色の当地域産の胎土である。 3は、頚部は外反気味に立ち上がリロ縁端部近く

でくの字形に折れ曲がる。外面はナデ調整、内面は板ナデ調整である。杯と同様の胎上である

が砂粒が少し多く合まれている。

鉄滓は、84g l点が出土した。
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90-4次調査

・調査地区所在地

・調査担当者

・調査期間

。調査面積

第 3章 平尾山古墳群

図-3 平尾山古墳群調査地位置図

柏原市大字峠834-7

北野 重

1990年 8月 27日 ～ 8月 28日

4ぽ/602.23ぜ

当調査区は、生駒山地の南端部で直ぐ南側を大和川が東から西へ流れている亀ノ瀬あたりで

ある。竹原井離宮から平城京へ続く古道の “竜田道"が想定されている位置にあリトレンチ調

査を実施した。急な斜面地の幅の狭い平坦地に道路と家屋が並んでいる。

調査は、南北に2ケ所の トレンチを設定した。】ヒ側の トレンチは、約 lm下層より旧鉄道の

敷石を確認した。地山 (黄褐色粘質土)まで1.3mの深さである。南側の トレンチは、約 2m

で地山を確認した。古くは現在よりさらに平坦地が狭かったようである。竜田道に関連する地

層は、後世の削平によって消滅した可能性が高い。
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図-9 奈良時代のかしわら (柏原市歴史資料館昭和61年秋季特別展より転載)

古道竜田道は、難波官と平城京を結ぶ主要路であった。現在その行路を特定することは難し

い。しかし、全く消滅してしまったということでもなく、何らかの痕跡や現在の道路に後続性

が見られる。奈良時代以降であるので文献史学からの実証も全く否定的ではない。また、考古

学的調査からのアプローチも可能であろう。

昭和60年、柏原市教育委員会が青谷の地で発掘調査を実施した。この地は、奈良時代の瓦が

多数採集されることから青谷廃寺とされていたが、調査の結果、古代寺院址ではなく、竹原井

頓官と考えられる遺構が検出された。四方を山地に囲まれ、大和川がこの地を包含するかのよ

うに巡り安定した丘陵上に位置する。竜田道は、この頓官と考えられる遺跡を経由していたと

想定する事は衆日の一致するところである。大和川の対岸に河内国分寺が在り、多くの人々の

参拝があり栄えた交通の要所である。

今回の調査は、竜田道の痕跡を見い出す絶好の機会であったが、残念な事に後世の削平を受

けていた。今後も鋭意古道の検証を実施していきたい。
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第 4章 田辺遺跡
N

図-10 田辺遺跡調査地位置図
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90-5次調査

・調査地区所在地

・調査担当者

・調査期間

。調査面積

柏原市田辺 1丁 目2034-1

北野 重

1990年 3月 7日～ 3月 15日

57.5ぽ/244.06げ

当調査区は、史跡田辺廃寺から北側へ50mの位

置にあり、東側に瓢箪形の田辺池が隣接し、講堂

跡等の遺構が検出される可能性があった。当初 4

×7mの トレンチを設定し調査を実施したが遺構

が検出されたので拡張した。

厚さ約20cnの表土 (耕作土)を除去した時点で、

9条の濤と上坑 1、 ピット2を検出した。それぞ
図-11 調査区位置図

れ後世の削平と攪乱のため遺存状況が良好でない。各遺構の埋土から瓦、土師器、黒色土器、

サヌカイ ト等を検出した。瓦は、奈良時代の田辺廃寺の瓦と中世の時期の瓦が出土した。それ

ぞれ大きな形状のものはなく破片であり、移動して廃棄したものか攪乱の激しさを示すもので

ある。中世の時期の瓦がほとんどである。

当初の トレンチより南側へ3.Om、 北側へ2.Om拡張した。検出した遺構は、当初の トレン

チ同様の濤とピット多数である。主な遺構について概略を説明する。

濤 1は、西側へ約20° 傾きを持つ南北方向の濤である。長さ2.5mで途切れている。近世の

瓦と土師器片が出土している。

濤 7は、幅70cm、 長さ2.5m以上、深さ10cmである。埋土中から瓦、土師器、須恵器の細片

が出土した。それぞれ奈良時代の時期のものである。しかし、濤 4、 6と土坑 1と類似した埋

土等から中世以降の濤で、田辺廃寺の廃絶後の集落関係の遺構と考えられる。

濤は、14条検出し、濤 4、 6、 7とそれ以外の濤に約10° の傾きが見られる。遺構の性格が

異なるのか時期によるのか不明である。

ピット1は、径約50cmの方形掘方に25c■ の円形柱穴がある。出土遺物がなく時期は決め難い。

概又は建物を構成するピットと考えられるが同様のピットは調査区内から検出されなかった。

深さが30cm程あるので削平を受けたとも言えない。

ピット7、 8、 10、 ■は、
′
ほぼ同一方向に並び等間隔である。径20～ 35cm、 深さ5～ 10cmの

円形ピットで中世以降の建物であろう。

ピット10の直ぐ南側に30× 70cmの平坦な面を持つ石がある。建物の礎石に使用されていた可

能性がある。
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図-12 トレンチ平面図
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土坑 1は、東西1.5m、 南北1.Om、 深さ約10cmの不整形な土坑である。埋土中から土師器

片が少量出土したが時期は不明である。

当調査区の地山は、黄褐色粘上である。粘性が強く保水性が良いので住環境として生活する

ためには排水濤の整備や整地が必要な場所である。今回検出した濤の多くは、排水のために掘

られた性格を有する。

昭和56年、大阪府教育委員会が当調査区の南側で発掘調査を実施している。今回の調査結果

と同様に濤、土坑、ピット等を検出しており、田辺廃寺に関連する遺構は検出されなかった。

調査区の周辺部で有舌尖頭器や石鏃等のサヌカイ ト石器が出土している。当調査区でもサヌ

カイ ト剣片が出土したので黄褐色粘土層を掘り下げた。サヌカイトの出土は、遺物包合層のみ

に限られ粘土層から出上しなかった。

出土遺物は、瓦、土師器、須恵器、陶器、サヌカイ ト等がある。時期は、中世以降のものが

大半である。瓦は、すべて平瓦で凹面に布目が付くものと付かないものがある。前者は、土師

質と須恵質のものがあり、日辺廃寺に使用された瓦であろう。破片であるが紹介しておきたい。

1は、土師質の平瓦である。凹面に布日、裏面に縄目痕がわずかに遺存する。色調は赤茶色

である。 2は、土師質の平瓦である。凹面は、縦 7本 /cm、 横 8本/cnの布目痕がある。凸面

は、縄目叩き後すり消しが行われている。色調は、灰黄色である。 3、 4は、須恵質の平瓦で

ある。凹面は、縦 8、 9本/cn、 横 8本/cnの布目痕があり、凸面は、縄目叩き後すり消しと

縄目叩きである。色調は、暗青灰色、灰青色である。作りは、 1枚作りである。
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00-6次調査

。調査地区所在地

。調査担当者

・調査期間

・調査面積

柏原市田辺 1丁 目986-3

北野 重

1990年 3月 13日～ 3月 20日

37.4ぽ/90,74ぽ

当調査区は、田辺廃寺から西方へ20Cl mの位置の丘陵上にある。個人住宅の建築に伴う事前

の発掘調査である。

調査は、南北に 2ケ所の トレンチを設定レた。南側の トレンチを第 1ト レンチとし、北側を

第 2ト レンチとした。第 1ト レンチは、東西5.5m、 南北3.5mの規模である。全体に旧家屋

の基礎等によって大きく攪乱を受けているが、表土を10～30ca掘り下げた段階で焼土坑 1と 土

坑 1を検出した。

焼土坑 1は、 トレンチの南東部にほぼ円形に落ち込んだ上坑である。径は1,3m、 深さ約50

caで底部は平底である。底部の南北端に焼成を受けた25～50cnの石が置かれている。埋土は、

炭及びスサの入った壁土が多量に合まれていた。しかし、時期を決める遺物の出土がなく遺構

の性格も明確でない。周辺部から中世以降の瓦の破片が少量あり、瓦窯の痕跡とも考えられる。

土坑 2は、焼土坑 1の西側から幅約 2m、 長さ3.5m、 深さ20～30cnを測る長方形土坑であ

る。底部や側壁は良好な黄褐色粘土であり、端部が粘性が弱くなった上層となっている事から

焼土坑 1が瓦窯とした場合に粘上の採掘坑と考えられる。

第 2ト レンチは、3.3× 5.5mの規模で設定

した。遺構は、土坑 2～ 4と濤 1を検出した。

上坑 2は、径 1～1.5mの惰円形土坑である。

深さ約30cnを測る。底部から江戸後期の陶磁器

類の破片が出土した。

土坑 3は、土坑 2を切るように検出した径60

cm、 深さ20caの土坑である。埋土から瓦が出土

した。中世以降である。

土坑 4は、後世の攪乱によって規模が不明で

あるが、底部から5～ 15cn大の小石を集積した

部分を検出した。石の中に瓦も混入していた。

濤 1は、調査区の西側から長さ lm以上、幅

40cm、 深さ10Cnを測る濤である。埋土から中性

以降の瓦が出上している。

―- 11 -―

図-14 調査区位置図



図-15 トレンチ南半部平面図
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図-17

これらの遺構は、瓦の正房跡であった可能性を指摘しておきたい。当地域は、江戸時代以降

に良質の粘土が採集されることから瓦窯が造られたという伝承があり、窯体の検出例もある。

出土遺物は、近世の上師器、陶磁器類、砥石、鉄鎌、鉄釘、サヌカイ ト石核等が出土した。

1は、土師質の合付灯明皿である。日径5.5o■ 、器高4.4 ca、 底径4.3 cnを測る。焼成は良

好で全体にやや媒けている。胎土は、微砂粒を含むが密である。色調は、白灰色である。

2は、陶磁器碗である。日径■ .2cm、 現器高4.5 cmを測る。色調は、乳青白色、染付は、藍

色、断面は、白色である。

3は、陶磁器碗。口径11.l Cn、 器高5,3cェ 、底径4.O cnを測る。色調は、白灰色。染付は、

藍色。断面白色である。 3ケ所に丸文があり、中心に桜花模様がある。ほぼ完形である。

4は、陶磁器碗、日径■ ,6cm。 色調は、濃青緑色に藍色の染付である。

5は、陶磁器蓋である。日径9.l Cm。 色調は、淡黄緑色の釉薬で乳黄色の素地である。

6は、日径29.8cmの上鍋であると胎土は、砂粒を多く合み粗い。色調は、淡橙色である。

7は、土師質の砥石である。 2面が弓状に磨き減っている。胎土はやや粗く砂粒を含む。

18、 19は、サヌカイ ト剣片である。両方共片面は自然面をのこす。

10～16は、断面方形の鉄釘である。17は、鎌か小刀の破片である。
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90-7次調査

。調査地区所在地

。調査担当者

・調査期間

・調査面積

柏原市国分本町 6丁目678-8の 一部

北野 重

1990年 5月 7日 ～ 8日

3,7ぱ //57.72ぜ

当調査区は、田辺遺跡の北側に位置する。小さな谷を隔てて南側に国分小学校がある。標高

は、約34～35mである。

調査は、東西方向の小尾根筋上の南側斜面で、1.6× 2.3mの トレンチ調査を実施した。

1,4mまで掘削したが、全部盛上である。 1～ 5層までが近年の盛上である。 6～ 8層以下が

遺物包含層である。遺物は、土師器、家恵器、鉄釘、鉄滓等が出土した。時期が明確でないが、

周辺部の調査結果から6世紀末から7世紀中頃にかけての遺物が多いようである。

今回の調査においても鉄滓が出土した。柏原市域の鍛冶関係の遺構と遺物を検出した調査例

を記載しておきたい。

340m

l 盛土
2.黄茶灰色砂質上

3 灰青色砂質土
4 灰青色砂質土と黄灰色粘質上の混層
5 黄褐色砂質土
6.黄褐色粘質上と灰褐色柏質上の混層

7 灰青色砂質とと黄褐色粘質土の混層
8 灰黄色砂土と黄褐色格質上の混層

レンチ平面図・断面図
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図-19 鉄滓出土地
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番堤 遺跡名 遺跡番号 所在地 製鉄関連遺物 遺  構

1 大県遺跡 31-8次 粕原市大県 4-91-213 鉄津、フイゴ、砥石

2 32 9次 〃 〃 4丁 目 鉄津 10410)、 フイゴ (386点 )、 砥石 (10点 ) 鍛冶炉 5基

83 2次 ″ 〃 4丁 目 鉄津 (奄 110)、 フイゴ (36点 )、 砥石 (7点 )

4 83 4次 〃 平野 2-195-1 鉄津 7飩 0)、 フイゴ (3点 )、 砥石 (3点 )

5 83 5次 〃   〃 2--210 --1 鉄津 lbllBl)、 フイゴ (有 )

83 7次 〃 大県 4-01-1 鉄津 有)

7 34 1次 ″  〃 4丁 目 鉄津 154 3 αO)、 フイゴ (63点 )、 砥石 (38点 ) 鍛冶炉 1基

84 7次 ″  〃 4 47 3 鉄浮 (2 1 αO)、 フイゴ (1点 )

85 2次 ″ 平野 2-1-5 鉄津 (665110)、 フイゴ (43Cl点 )、 砥石 (8点 ) 鍛治炉 4基

醗 -2次 〃   〃 2--271 鉄津 (有)ピ ット内より出土

大県南遺跡 鉤-1次 ″ 大県 4-585-2 鉄津 (有 )

開-2次 ″  ″ 3--3a}-1 鉄津 (864g)

81-2次 ″ 太平寺 1・ 2 鉄津 (有 )、 フイゴ (有 )、 砥石 (3点 )

82 1次 ″ 大県4-474 鉄津 (ω g)、銅津 (2Cl g)、 フイす(2点 )、炉材 (3)

83 1次 平野 2-16-8 鉄滓 (831181)、 フイゴ (5点 )、 砥石 (5点 )

83 4次 ″ 大県 4-520-2・ 3 鉄浮 (15kl g)

17 83 5次 〃   〃 4  418 鉄滓 (350

83 6次 〃   〃 3-―醐 ――ユ 鉄滓 (798110)、 フイJ(5点 )、 砥石 (6点 )

84 1次 4 422 鉄津 (305g)

20 8r_1次 ″   ″ 4--18 鉄津 (51g)、 フイゴ (1点 ) 鍛冶炉 1基

83 3次 〃  ″ 4 386 鉄津 (5∝ g)、 フイゴ (4点 )

太平寺遺跡 83 4次 〃 安堂Hr989-1 鉄津 (68は 0)、 銅津 (18g)、 フイゴ (3点 )

84 1次 903 -― I 鉄津 (25118)、 フイ」 (有 )

盟 87‐ 1次 ″ 太平寺 2 543-1 鉄津 (有 )、 フイす (有 )、 トリベ (4点 )

89 3次 〃 太平寺 2丁目534-1 鉄滓 (有 )

26 安堂遺跡 鉄津 (有)

27 高井田遺跡 83 1次 高井田272 鉄津 (有)、 銅津 (6g)、 フイゴ (9点 )、 ルツボ 木炭窯 1基

28 84 1次 ″ 高井田272 鉄津 (有 )、 フイす (有 ) 木炭窯 2基

29 86 1次 272 鉄津 (3 2 tO)、 フイゴ (4点 )

311 87 3次 高井日及び安堂町 鉄津 (3笏7g)、 フィゴ (14点 )

雁多尾畑支群 鉄津

太平寺支群 81-1次 ″ 書 営 HrA7R 鉄津 (有 )

83 1次 ″ 安堂Hr403甲 、495-1 鉄津 (有 )

34 冊 -1次 〃 太平寺 2丁 目 鉄津 (11熟 0)、 フイゴ (10点 )、 砥石 (3点 ) 鍛冶炉 10基

大県立群 86 3次 平野235-1 フイゴ (有 )

36 玉手山遺跡 83 3次 鉄津 (98質 )、 フイす (1点 )

田辺遺跡 81-5次 ″ 田辺 2 21159-3 鉄津 (有 )

38 82  1次 ″ 国分本町 7-1988 鉄津 (75g)

39 82 5次 ″    〃   7--196r2 鉄津 (3011al)、 砥石 (3点 )

84 2次 ″    ″   7  910 鉄淳 (710宵 )、 フイゴ (1点 ) 鍛冶炉 2基

84 3次 ″   ″  7-1 211 鉄滓 (1224宵 )、 フイゴ (6点 )

42 87 5淡 鉄洋 (R551g)

89 2次 ″  ″ 6-11-14 餞津 (4821181)、 フイゴ (421点う、覆石 (8点】

44 89 3次 〃   ″  6-763-8 鉄津 (2 111al)、 フィゴ (1点 )

6 9r-7淡 鉄津 (有 )

91‐ 10次 ″   〃  1 2028 5 鉄達 (右う

47 原山遺跡 83 1次 ″ 旭ケ丘 3-187鮮 1 鉄津 (440冨 う、フイゴ (1点 ) 鍛冷炉 1基

AR 2汝 鉄津 (410Я )、 窯壁 (

一- 17 -―



90-10次調査

・調査地区所在地

・調査担当者

・調査期間

・調査面積

柏原市田辺 1丁目2023 5

安村俊史

1990年10月■日・ 12日

9ぱ/175,34ぜ

調査地は、史跡田辺廃寺の北東に位置し、田辺廃寺に関連する遺構の存在も考えられる位置

であった。まず、調査対象地の西端近くに1.5m× 4mの南北方向の トレンチを設定し、調査

を実施したところ、ピットや上坑が検出され、その一部が東側に続いていることが確認された。

そのため、1.5m× 2mの範囲を拡張し、遺構の確認を行なった。検出された遺構は、ピット

2、 土坑 1、 濤 1である。

ピットー 1は、ピットー 2・ 土坑-1に先行する直径30cn、 深さ13cmの ピットである。土師

器・須恵器片が出土しているが、時期は不明である。

ピットー 2は、46cn× 34cmの精円形平面を呈する。深さは17cn、 柱の直径は 8 cnである。遺

物は出上していない。

土坑-1は、直径約90cmの円形平面を呈する。深さは約20cn。 ピットー 1・ 2を切り込んで

掘られている。淡灰褐色の埋土からは、土師器・須恵器・瓦片が出上しているが、時期は確認

できない。ただし、平瓦は一枚作りのものであり、奈良時代のものと考えられる。

濤-1は、幅約40cn、 長さ130 cm以上で、土坑-1につながる。深さは最大で25cm、 濤底面
のレベルは濤中央が最も低く、両端がやや高い。したがって、濤としての機能に疑間も残る。

埋土は、土坑-1と 区別できず、同時期と考えてよいと思われる。遺物は出土していない。

以上のように、本調査では顕著な遺構・遺物は認められなかった。遺構の時期は、数少ない

遺物から奈良時代以降と考えられ、中世まで下ることはないであろう。遺構面である黄褐色粘

上の地山面まで建物の基礎が達しないことと、現代の削平によって地山面が相当削られている

こと、湧水を伴うことなどから調査範囲の拡張は行なわなかった。田辺廃寺の北東部は、地形

が高くなっていたようであり、後世の削平が著しい。そのため、調査地周辺のこれまでの調査

でも、地山の削平が認められ、田辺廃寺に伴うと考えられる遺構は検出されていない。回廊等

付属施設の確認が今後の課題である。

-18-



春日神社

史跡田辺廃寺

0                10m

図-20 調査区位置図

図-21 遺構平面図
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